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【巻頭言】年頭にあたり

 
大規模太陽光発電のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	
 新年あけましておめでとうございます。また、日頃より本市環境行政にご

協力いただきありがとうございます。新たな年を迎え、会員の皆様が健康で

活躍できることをご祈念申し上げます。 

	
 さて、一昨年から昨年にかけて、地球温暖化対策の分野では、再生可能エ

ネルギーの固定価格買取制度がスタートし、COP19における日本の温室効果

ガス削減目標「2020年までに、2005年比で 3.8%削減」の表明や 2020年以降

の目標はすべての国が自主目標を提出することが決定されました。また、生

物多様性保全の分野では、国において「生物多様性国家戦略 2012-2020」が閣

議決定されるなどの動きがありました。 

	
 環境政策課においては、(社)川越青年会議所と連携して夏場の暑い時間帯

に公共施設や商店など涼しい場所で過ごす「クールシェア川越 2013」事業や

資源化センター第一調整池を民間太陽光発電業者に貸し出すことにより太陽

光発電を進め、併せて公有地の活用、環境学習の推進等の効果を期待する「大

規模太陽光発電事業」、また、身近なチョウの調査などを進めてきました。 

	
 今年は、平成 27年度を目標年度とした第二次川越市環境基本計画、見直し

年度を迎える川越市緑の基本計画について、計画策定の準備の年になります。

環境政策課にとって重要な年と考えております。また、取組としては、市内

の動植物の把握が課題となっており、かわごえ環境ネットの皆さんから要望

のあった市内動植物のデータベース構築を進めていきたいと考えております。

市内のヒートアイランド現象の現状把握と対応も課題と考えております。 

	
 各種取り組みには、市民、市民団体の皆様の協力が必要です。会員の皆様

のご協力を引き続きお願いいたします。 

かわごえ環境ネット理事	
 島田友行（川越市環境政策課長） 
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川越の自然を訪ねて（16） 
伊佐沼の鳥	
 探鳥会の記録から見て（平成 14年から 25年） 

埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部	
 笠原啓一 

	
 平成 13年まで 20年間に探鳥会で観察された

のは、第 1回かわごえ環境フォーラム「かわご

え環境活動報告集」に書いた 112種で、その後

10年間で 7種が初認された。その変化を比較し

てみた。なお伊佐沼では毎月 1回探鳥会を開催

している。 

 

A 毎年観察された種類 

A-1 年間通じて観察、A-2 主に夏に観察、A-3

主に冬に観察に分けた 
 平成 13年まで 14年から 25年 
A-1 カイツブリ、カワ

ウ、ゴイサギ、ダ

イサギ、コサギ、

カルガモ、バン、

コチドリ、イソシ

ギシジュウカラ

など 23種 

観察回数増えた

種：コゲラ 
観察が少なくな

った種：ゴイサ

ギ、バン、ヒバ

リ、オナガ 

A-2 ヨシゴイ、コアジ

サシ、ツバメ、オ

オヨシキリ、セッ

カ 5種 

観察回数増えた

種：バンアマサ

ギ、チュウサギ

観察が少なくな

った種：ヨシゴ

イ、オオヨシキ

リ、ササゴイ 
A-3 マガモ、コガモ、

ヒドリガモ、オナ

ガガモ、ハシビロ

ガモ、ホシハジ

ロ、ユリカモメ、

モズ、ウグイス、

ツグミ、ホオジ

ロ、アオジ 12種 

観察が少なくな

った種：マガモ、

オナガガモ、ホ

オジロ、アオジ 

合計 40種  

B	
 過去 10 回以上の記録あるが毎年ではない

種類 
平成 13年まで 14年から 25年 
アマサギ、チュウサギ、キ

ンクロハジロ、ミコアイ

サ、ムナグロ、ハマシギ、

アオアシシギ、タシギ、セ

グロカモメ、オオセグロカ

モメ、ウミネコ、コゲラ、

ショウドウツバメ、イワツ

バメ、キセキレイ、タヒバ

リ、ジョウビタキ、メジロ、

カシラダカ、オオジュリ

ン、シメ 21種 

毎年観察される種に：アマ

サギ、チュウサギ、セグロ

カモメ、ハマシギアオアシ

シギ、ツルシギセイタカシ

ギ、コゲラ、キセキレイ、

ジョウビタキ、メジロ、シ

メ、など 

 

C	
 数年に 1回に記録で過去 10回未満 
平成 13年まで 14年から 25年 
ハジロカイツブリ、ミミカ

イツブリ、カンムリカイツ

ブリ、ササゴイ、オオハク

チョウ、コハクチョウ、オ

シドリ、ヨシガモ、オカヨ

シガモ、ミサゴ、トビ、オ

オタカ、ハヤブサ、チョウ

ゲンボウなど 51種 

新たに観察された種 
20年から 25年：セイタカ
シギ 
21年：アトリ 
22年：サカツラガン 
23年：クロツラヘラサギ 
24年：クロハラアジサシ 
25年：オグロシギ、ヘラ
サギの 7種 

	
 Cの 7種の初記録のほか 

平成 19年：ミサゴ（平成初記録） 

平成 20年：ミミカイツブリ（平成初記録） 

平成 25年：オオハクチョウ、前回は平成元年 

など永年記録のなかった種が観察された。 

	
 現在までの記録は 122種であるが、Aの記録

は全体の 3分の 1で、Bを加えて半数になる。

あとの半数は、C（数年に 1度）の種である。  

	
 30年間で観察の回数の増えたのはカワウ、コ

ガモなどわずかな種で、観察回数、固体数とも

に少なくなったのは 20 年前の報告したほかに

増えている。原因はいくつか考えられるが、そ

の多くは伊佐沼の水辺再生事業（地域用水環境

整備事業）が平成 22年度（22年 10月）から 2

4年度（25年 3月）にかけて行われたことによ

る沼の中及び周辺の変化によると考えられる。 

	
 この事業の内容を簡単に説明しよう。沼の北

部にあるアシの草むらに初夏、カルガモが雛を

孵したり、数本の高木があり、秋にはサギのね

ぐらに利用された中の島、オオヨシキリ、ヨシ

ゴイがさえずり雛を孵した葭原をとりのぞいて、

ハスを植え広げて 1ヘクタールの大きなハスの

花園にし、周辺に花ショウブを植える。南北の

岸にある階段状の釣り人利用の護岸は残す。そ

して西岸コンクリート矢板護岸をはずして、盛

土をしてのり面をなだらかな傾斜にしてヨシを

植える。東岸も西岸と同じにし、今までにない

もの、ハスの花を見るために L字型の木道、延

長 190mを建設した。 
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 平成 25年 3月に工事が終了し、未だ一年経過

してないのでこれから東西の盛り土にアシやマ

コモが根付き自然再生がよいほうに変わると思

うが 12月までの結果で次のことが言える。 

	
 アシ原の減少で営巣するヨシゴイ、オオヨシ

キリは観察されなくなり、アシの茎にいる虫を

餌にするオオジュリン、ホオジロも見られなく

なった。 

	
 カモの仲間、マガモ、オナガガモ、キンクロ

ハジロ、ミコアイサの減少は、沼の水辺や水中

の植物がなくなり、それが魚類、水中の昆虫ほ

か貝類などにも影響し餌になる生物がなくなっ

たためと考えられる。 

	
 ササゴイが少なくなったのは沼の工事が原因

でなく、松江町の稲荷神社に営巣していたのが

なくなったためといえる。 

	
 シギやチドリの仲間では、コチドリ、イソシ

ギだけでたまにアオアシシギが記録されたが、

ムナグロ、ダイゼン、タゲリ、タシギ、ツルシ

ギ、タカブシギなどは記録なしである。春と秋

の渡りの途中に羽を休め、エネルギーを補給し

ていったのが、浅瀬が少なく餌を探すのに適し

た干潟ができないのが原因と思われる。 

	
 このようであったのがよい兆しが見えてきた。

少し深いところでもえさの捕れるセイタカシギ

が 20年から毎年 8,9,10月に飛来し、平成 24・2

5 年には 20 羽を超える数であった。平成 25 年

の秋にオグロシギ、キアシシギ、エリマキシギ、

アオアシシギ、ハマシギ、タシギが数羽である

が数日休憩し、バードウォッチャーを楽しませ

てくれた。そしてついに大物が、県内でも 30

数年ぶり、伊佐沼では初記録のヘラサギが、11

月 18日飛来し、今日 12月 20日まだ居てくれて

いる。平成23年11月クロツラヘラサギの時も、

200 人を超すカメラマンやバードウォッチャー

が押し寄せたが、今回も負けずににぎわいを見

せている。 

	
 12月 8日 7時頃にオオハクチョウが 4羽、同

じ日 10時半ごろ 3羽飛来し、1時間ほどで飛び

立ったが、次に来る時はここで越冬し、春まで

居てくれたらと思う。 

	
 それにはハクチョウはマコモなどの植物の根

を餌にしているので、ハスだけでなく水辺にア

シ、マコモのほか浮き草の菱や水中に藻の仲間

があるのがよい。 

	
 カモの仲間も魚貝類のほか、植物を餌にする

のが多いので戻って来る種が増えるだろう。伊

佐沼は川越で、また埼玉で大切な自然です。し

っかり守りましょう。 

（2013年 12月 20日原稿受理） 
 

 
ヘラサギ 

 
サカツラガン 

 
アオサギ 

 
ヨシゴイ
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エコプロダクツ川越 参加団体訪問（3）NPO法人 川越蔵の会

 
①古木厚板机を前に秋山副会長と対話 

 
②蔵の町保存、町づくり活動のパンフ 

 
③ナイトウインドギャラリー石彫 ART 

	
 2013年度、エコプロダクツ川越で来場者関心度

第 2位に輝いた、「川越蔵の会」事務所を訪ねまし

た。電話で、訪問伺いをすると「元町に事務所が

あります。来週火曜日にいますので、おいでくだ

さい。」「本町の長屋」と名付けられて、表通りに

面した 4軒長屋の 1軒。ここを手に入れた方が、

町に残る長屋を残したいとの思いから、格子戸を

残した古き姿での手入れを行い、仲間の集まりに

使われていた。私も何回か訪れた時があり、懐か

しく様々な思いが出ました。「ごめんください。お

邪魔します。」と土間から板の間、その奥の障子を

あけての挨拶。畳の間に、古木を厚板に伐り出し

た長机の前に、秋山修志副会長が座っていました。 

	
 初対面の挨拶から、最初にお聴きしたのが、エ

コプロダクツに参加した動機です。「エコプロダク

ツといっても、蔵の会は特に製品を作っておらず、

参加が難しいと思っていました。」との会話から、

「資源循環推進課の石黒さんに、“川越らしさを出

して参加してほしい”と要請されました。蔵の会

は、蔵の町を維持するために必要な職人の支援な

どを行っている、の思いに至り、参加の知恵を出

してみました。」会場では、若手の職人さんが、カ

ンナで薄く削り出した紙状の木屑で、アートフラ

ワーの花造りを来場者に体験、花を展示している。

私は、ヒノキの香りを持った花というエコプロダ

クトになっていると感じました。 

	
 「蔵や伝統的な建物は、中にある腐れを取り除

いて、部分的に修復しながら維持することが可能。

壁の土も再利用しての修理が進められます。一番

街は、表の蔵を店にしての町並みですが、先日、

あるお店の奥の蔵を職人により修復しました。若

手職人の技能伝承ができたようでした。」「カンナ

削りも、平成 23年に全国削ろう会、川越大会を開

催、薄く削る技能が披露されました。」「平成 18年

には、「まちなか職人展」を川越蔵の会が開催。鏡

山酒造跡地、本町の長屋、茶陶苑、旧川越織物市

場、川越まつり会館、蓮馨寺を展示場にして、職

人さんの活躍を紹介しました。」「古き伝統を担い

続ける職人などへの支援もエコかな・・・と感じ

てきました。」 

	
 居合わせた、蔵の会事務局長の野本吉寧さんか

ら、パンフレットを手渡されました。中には、川

越蔵の会の歩みが書かれている。事務局長は、「一

番街の蔵の保存運動から始まって、1983年に“川

越蔵の会”が発足、2002 年に NPO 法人になり、

会員も約 200 人になっています。」「蔵の町の保存

には、川越町並み委員会、一番街商店会などと協

働し、川越らしさを支える活動を続けています。」

渡された他のパンフレットには、多くの写真があ

り、札の辻から熊野神社まで、7 つのモニュメン

トの展示を紹介している。よくできたパンフです

ね。「会員のボランティアで企画製作され、夜の楽

しさを演出、紹介しています。」秋山副会長が、「そ

れと、ナイトウインドギャラリーを行っています。

18店舗のウインドに小さな石彫のアートに光を当

て、ウインド覗きを楽しむ。夜の町歩きの楽しさ

の演出です。」机の横に毛氈（もうせん）を引いた

石彫があり、目を向けると、「本町の長屋も、格子

戸越しに、灯りを照らした石彫アートが覗ける展

示に・・・。」 

	
 蔵の会は、川越の町並み造り、楽しさ造りの企

画・演出がエコプロダクトになっていると感じた

訪問でした。 

（2013年 12月取材	
 広報委員	
 金子晃）
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かわごえ環境ネットの活動報告 
環境講演会「かしこいエコぐらし」 社会環境部会

 
講演風景 

日時：2013年 11月 16日（土） 

場所：川越市北公民館	
 講座室 

講師：宮崎環境エネルギー研究所代表 

   宮崎誠氏 

参加者：27名 

講座概要 

1.地球温暖化の脅威 

	
 地球の内部構造、地球の表面（地殻）、大気の

概要等の基本的なこと。CO2 の排出は文明の進

歩とともに増加し、世界的な CO2の排出量の推

移、氷河の減少、海面上昇等、地球温暖化の脅

威は身近な問題であることの解説がありました。 

2.地球温暖化防止に向けて 

	
 CO2 累積排出量と気温上昇、人為排出と自然

吸収のバランス、世界各国の CO2排出量等課題

を投げかけられました。 

3.再生可能エネルギーの普及 

	
 省エネルギー、創エネルギー、エネルギー政

策の必要性について、データをもとに解説があ

りました。 

	
 主要国の自然エネルギーの普及状況、日本国

内の状況、県別の太陽光発電の状況等、数値を

もとに説明がありました。 

4.省エネを活かそう	
 かしこいエコぐらし 

	
 これから家を新築される場合、省エネ住宅の

工夫により、エコ暮らしの効果が大きいこと、

川越市で発行した、「川エコのすすめ」の小冊子

を引用しての冷暖房の調節、エコドラ、ごみ削

減、ガスの調節、電気・水道の節約等の解説に

加え、4 リットルのペットボトルを黒塗りした

見本をもとに、ちょっとした工夫で、夏には水

温が 60～70℃にもなると言った、身近な工夫で、

エコぐらしができると言った話をしていただき

ました。 

講座を受けて 

	
 ふだん、漠然と感じていた事象を地球の構造

から、CO2 排出の世界的な動向、その悪影響の

減少等、いろいろな数値データをもとに解説が

あり、わかりやすかった。またデータも世界各

国から、日本の都道府県別、埼玉県、川越市の

データ等具体的でした。かしこいエコぐらしに

ついても具体例を用いて説明があり、ちょっと

した工夫で、経済的で、地球環境にやさしい生

活ができるのだということがわかり、実践に結

びつけなければいけないと強く感じました。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 

◆1月から 3月は新入会員の会費を免除 

	
 本会では、年度（4 月〜翌年 3 月）の年会費を入会月に限らず個人会員 1,000 円、団体会員 2,

000円としていますが、1月から 3月までに入会された方は、4月からの請求として、年度内の会

費を免除しています。この機会にぜひご入会ください。毎月発行する本誌を郵送します。 
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高階北小学校自然学習支援 自然環境部会

 
	
 2011年 4月に、冊子「川越の自然」で「川越

市森林公園計画地」の記事を見た高階北小学校

の先生が「ぜひ、子どもたちの自然学習に役立

てたい。」と本会に支援の依頼がありました。北

小からは徒歩で行けることと、自然が豊かなの

が魅力だとのことでした。 

	
 今年度（2013年）も同様の依頼があり 5月 2

9日に春の会、今回 11月 28日が秋の会です。4

クラス 130人あまりですので本会から 4名とカ

メラマン 1名の計 5名（菅野、横山、賀登環、

森田、賀登勉）で対応しました。今回のテーマ

は「秋の図鑑を作ろう」です。「第 2武蔵野ふれ

あいの森」を奥に進んだあたりでクラスごとに

エリアを決めて活動しました。 

	
 今年はドングリが豊作で、子どもたちはすぐ

にドングリ拾いを始めましたが、長いのと丸い

のがあると気づきました。雑木林を代表するコ

ナラとクヌギの見分けを「コナラの木はたてに

割れ目がある」、「クヌギは割れ目がふかくて、

色がチョコレートみたい」と表現していました。

へんなドングリがある、と根が伸びているのも

見つけました。 

	
 キノコの仲間もまだまだ残っていて、固いの

（サルノコシカケの仲間）、シイタケみたいなの

と見つけてはびっくりしていましたが、ホコリ

タケはちょっとしたフィーバーになりました。

つっつくとケムリ（胞子）が上がるので見つけ

ては、「でたーッ！」と喜んでいました。落ち葉

をめくったり、朽木をさぐったりすると生き物

が潜んでいることを子どもたちは知っています。

春にはこわごわと虫を触る子が多かったのです

が、今回は積極的に生き物さがしをしていまし

た。もう晩秋ですが、ジョロウグモ、オサムシ、

ヒラタシデムシ、テントウムシ、ハサミムシな

どけっこう見つかりました。 

	
 最後に子どもたちの感想発表は「春とちがっ

てドングリやキノコがいっぱいあった。」、「虫は

春よりずっと少なかった。」などでした。 

	
 この雑木林は川越の中では格段に生き物の多

い場所です。土壌がフカフカで土が生き生きと

しています。樹木はやや密生でヒョロヒョロし

たものが多いですが、潅木の種類も多く実も観

察できます。オオタカもよく飛来し、いわゆる

生態系ピラミッドが成立しているエリアです。 

	
 このような場所で野外学習をするのはとても

効果のあることです。自分の手で探して触って

見つめた体験は、バーチャルでなく確かに残っ

ていきます。130 名を超える児童をここまで引

率してくるのは先生方にとってもご苦労なこと

と思われますが、遠足気分で楽しんでいただけ

ればと思います。 

（賀登環） 
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2013（平成 25）年度エコドライブ教習会を終えて 社会環境部会

 
かわごえ環境ネット理事長の挨拶 

 
実車 4台に分乗して教習 

 
運転が 1秒ごとに記録される 

 

 
感想と意見交換の様子 

 

 
エコドライブ講習	
 診断書

	
 暮も押し迫った 12月 14日、エコドライブ教

習会を無事終えることができました。 

	
 事情があって 2012（平成 24）年度の教習会が

2 月 2 日、そして今回と年 2 回、開催すること

となりました。 

	
 環境政策課の方は 8時集合、本会部会のメン

バーは 9時集合、事前準備と車両に計器の搭載、

テスト走行など終え、11 時半より受付を開始、

12時よりスタートとなりました。 

	
 環境政策課から 5名、本会から 5名協力をし

ていただきました。今回は実車指導員が政策課

より 2名ということで、本会より 2名体制で実

地しました。 

	
 レンタカー4台使用し、受講者は 12名で 4班

に分かれ、進行状況の説明後、早速通常運転で

のデータ取り後、エコドライブテクニックの講

義、発進（ふんわりアクセル）、走行（加減速の

少ない運転）、減速（早めのアクセルオフ）、停

止（アイドリングストップ）エコドライブ運転

を体験して貰いました。今回は本会関係者が 4

名参加し、その 1人に小瀬理事長も参加してお

り私の班ということで、今までと違う緊張をし

ました。 

	
 走行分析をしている時間を利用して、運転以

外のポイント（タイヤの空気圧、不要な荷物、

エアコンの使用、暖気運転）を講義と体験談で

締めくくりました。 

	
 休憩後、班単位で走行分析を手渡し、感想を

アンケート聴取しました。アイドリングストッ

プの体験、今までの運転の癖がわかった。今後

も今日の運転結果をもとに努力したいなどと、

前向きな意見が聞かれ安心しました。 

	
 最後に環境政策課課長より認定証授与と閉会

の挨拶で終了となり、スムーズな進行で、予定

より 30分くらい早く、4時ごろ無事に終了する

ことができました。 

	
 一人でも多くの人達がエコドライブをマスタ

ーすることにより、環境にやさしく、お財布に

もやさしくなり、何よりもエコドライブを実行

することで安全運転ができるようになります。 

	
 私がエコドライブを日々実行する中で、一番

実感し、感謝している事は安全運転が身につい

たことです。 

	
 今後エコドライブを楽しみながら、多くの人

に勧めていきたいと思っています。 

	
 当日参加して頂いた環境政策課の方々、かわ

ごえ環境ネット部会の方々、長時間にわたり、

ごくろうさまでした。 

（エコドライブ推進担当	
 井口吉三郎） 
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歳末まち美化活動 12月 23日

 
「止めて！お願い！ポイ捨て自転車放置」の 
ゼッケンを着装して本川越駅前に集合 

	
 本会の年間行事の一環として続けられている

「歳末まち美化活動」は例年どおり 12月 23日

（祝）に行われました。 

	
 9時 30分、本川越駅前交番横に参加者が集合、

今年は社会環境部会の渡辺利衛さんが中心とな

って進められました。武田侃蔵さんは所用によ

り今回不参加でした。 

	
 小瀬理事長、原嶋社会環境部会代表、武州ガ

ス社員家族 6名などの参加者 16名は、市内中心

部を６コースに分かれてポイ捨てごみ拾いをし

て回りました。 

	
 ごみの状況ですが、空き地や駐車場にはポイ

捨てたばこや空き缶が多く拾うのに大変でした。

また、商店街は店舗と店舗の間の隙間にごみが

投げ捨てられていました。店舗と店舗の間は「ご

み識別圏外」なのでしょうか？ 

	
 11 時 15 分にごみ拾いをしながら、市役所都

市計画部都市景観課の担当者が開けておいてく

ださった「旧川越織物市場」に集合しました。

ありがとうございました。 

「旧川越織物市場」で拾ったごみを分別し、熱

いお茶と立門前通り名物の「太麺焼きそば」を

食べて解散しました。 

	
 今年は例年参加の東洋大学川越キャンパスの

学生さん達が授業のため、参加できませんでし

た。本日月曜日は祝日ですがですが、カリキュ

ラムの都合上授業が実施されるために不参加に

なりました。 

（菊地三生） 

 
クレアモールでごみ拾い 

 
拾ったごみを分別しました 
（旧川越織物市場） 

 
旧川越織物市場内の榮養食配給所の見学

◆かわごえ環境ネットWebサービスをご活用ください 

・かわごえ環境ネットホームページ（http://kawagoekankyo.net/news） 

  月刊かわごえ環境ネット（本誌）のカラー版掲載、Googleカレンダーによりスマホのスケ

ジュールにかわごえ環境ネットのカレンダーを表示可能、スマホに最適化したページデザイ

ン 

・会員ブログ（http://kawagoekankyo.net/member/） 

  ブログを持たない本会会員のブログスペースを提供します。 

・Twitter（https://twitter.com/kawagoekankyo） 

・Facebookページ（https://www.facebook.com/kawagoekankyonet） 

  SNSでかわごえ環境ネットの仲間を作りましょう。 



月刊 かわごえ環境ネット	
 2014年 1月号	
 No.087 

- 9 - 

会員団体の活動報告，流域・地域活動 
保育園での森のムッレ教室が終わりました こどもの根っこを育てる会

 
3つのお約束についてムッレから聞く
霞ヶ関第二保育園の子どもたち 

 
ムッレからおやつをもらう今成保育園

の子どもたち 

 
ムッレと遊ぶ古谷第一・第二保育園の

子どもたち 

	
 2013年 9月～12月にかけて、8つの公立保育園

の年長児に対し、環境教育プログラム「森のムッ

レ教室」を開催しました。各保育園で 3回～4回

の森のムッレ教室を開催し、延べ 143名の年長児

童が自然体験をしました。 

	
 ミミズやダンゴ虫などの虫探しを体験しなが

ら、その虫たちの自然界での役割を話したり、生

態系ピラミッドを考え、全ての生物が共生してい

ること、食物連鎖を体感させる遊びなど、各回テ

ーマが決め、そのテーマにあったプログラムを用

意して1時間程度の自然体験をしてもらいました。 

	
 はじめ、「虫がきもい！」、「嫌い！」、「怖い」

といって虫に触ることもできず、泣き出す子もい

ましたが、見慣れているダンゴ虫を 1匹捕まえる

ことができたら、「もっと探してくる」といって

積極的に虫探しをするようになったり、「俺のほ

うがミミズ大きいぜ」といっては、子ども同士で

競うようにミミズ探しに夢中になったり、この体

験を通して、虫が身近に感じるようになったよう

です。 

	
 捕まえた虫を、8倍ルーペで見たときの、子ど

もたちの「すごーい」、「毛が生えてる～（セミの

抜け殻をルーペで見て）」など、ルーペ観察を楽

しんでいましたし、物質循環の内容を扱った「く

さる」という絵本を読みきかせると、集中して聞

く姿は印象的でした。 

	
 森のムッレ教室は、5・6歳という最もファンタ

ジーに浸れる年齢の子どもを対象に、ムッレとい

う妖精が登場して、妖精ムッレから直接自然との

付き合い方を学ぶプログラムです。そのムッレが

登場するのは、最終回。今年度は、今成保育園、

霞ヶ関第二保育園、古谷第一・第二保育園（合同

開催）の 4園の園児がムッレに会いました。ムッ

レが登場したときの、子どもたちが驚いて、フリ

ーズしてしまっている様子や、ムッレから話を聞

いているときの子どもたちの輝いた目を見ると、

子どもの記憶の中にムッレが刻まれているその

瞬間に立ち会えていることに、幸せを感じてなり

ません。ムッレと子どもたちとの交流の様子は、

かわごえ環境ネットのご協力によりビデオ撮影

し、紹介用の映像を作成しましたので、2月に開

催される環境フォーラムで紹介したいと思いま

す。 

	
 なお、今年度は、開催場所として仙波河岸史跡

公園、川越水上公園、川越運動公園、尾崎神社を

選びました。森のムッレ教室を開催するにあたり、

園児が歩いて来られる範囲に、森をイメージでき

るような公園が少なく、毎年開催場所を選定する

のが難しいと感じています。川越運動公園での開

催は、公園内でも自転車や自動車が走る環境であ

るために、子どもたちが注意散漫になることや、

危険を感じることもありました。近年は、ダニ感

染症といった事例もあるため、自然体験後には手

洗いができる洗面所も完備してあり、かつ、自然

や森を身近に感じることができる安全な公園が

川越に今後増えてほしいと思っています。自然環

境に親しみを持つことができるような身近な公

園の整備というのも、今後重要になってくるので

はないでしょうか。今後活動を継続するにあたり、

公園整備は課題であると考えます。 （飯島希） 
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「新河岸川流域川づくり懇談会」を 11月 30日開催
	
 埼玉県の総合治水事務所主催で、新河岸川関

係の川越、朝霞、飯能の各県土事務所、国土交

通省の荒川下流河川事務所、その他関係各市の

担当者、河川関係の市民団体代表が集まった「新

河岸川流域川づくり懇談会」が、11 月 30 日午

後、朝霞市の朝霞リサイクルプラザ会議室で開

かれました。 

	
 各県土事務所の工事説明等のあと、新河岸川

の激甚災害による新河岸川総合治水事務所長を

務め、県の県土部長で退任した篠塚彩の川研究

会副会長の「過去の総合治水対策を振り返って」

と題した講演や、エコシティ志木の代表の志木

市の水害と対策の事例が報告されました。川越

市でも、新河岸川については河道も拡げられま

したが、九十川は 10月の台風で氾濫寸前の状況

になりました。参加した川越市民から排水ポン

プの能力や、避難勧告の実態などについての問

題提起の発言がありました。  （武田侃蔵） 

「川の再生交流会」1月 13日（祝）
	
 12月号でお知らせしましたが、埼玉県環境部

水環境課主催の「川の再生交流会」が、1月 13

日（祝）10時から、さいたま市民会館うらわで

行われます。社会環境部会の原嶋代表や自然環

境部会の過理事も参加します。午後の 7分科会

の参加者を取りまとめています。以下各分科会

のテーマをお知らせします。 

	
 第一	
 はじめの一歩 

	
 第二	
 アユが住む川づくり 

	
 第三	
 水質改善・排水対策・浄化槽 

	
 第四	
 都市排水路の川づくり 

	
 第五	
 多自然の川づくり 

	
 第六	
 にぎわいの川づくり 

	
 第七	
 環境学習 

	
 各分科会にかわごえ環境ネットから 1名ずつ

出られるようにご協力をお願いします。1 月 6

日までにかわごえ環境ネット事務局（Tel.049-2

24-5866）までお申し込みください。詳細は以下

の URLにて。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/page/h25kouryuukai.

html 

（武田侃蔵）

「第 4回低炭素まちづくりフォーラム」が秩父市で 1月 19日に
	
 前号でも紹介しましたが「第 4回低炭素まち

づくりフォーラム」が 1月 19日（日）に秩父市

で開かれます。全県的な環境関係のイベントが

秩父市で行われるのは初めてで、地元の幅広い

各環境団体が協力して進められています。 

	
 基調講演は、森作りの宮脇昭元横浜国立大学

教授で、午後の分科会も環境街づくりと産業振

興、地産エネルギーなど、川越市民にも関心あ

る話題が提供されます。川越駅 8時発の東上線

経由で参加者募集しています。申し込みは、川

越地区担当の武田（Tel.090-2521-5770）までご

連絡ください。詳しくは事務局の NPO環境ネッ

トワークさいたまへ。 

http://www.kannnet-sai.org/info.html （武田侃蔵） 

「新河岸川の歴史を起点から見学」2月 1日（土）に西温ネットなどで実施
	
 前号にも紹介しましたが、一級河川新河岸川

の基点から、昔の赤間川から現在の姿まで、昔

の写真も集めて解説しながら探訪します。埼玉

県の川の応援団に登録しているクリーン&ハー

トフル川越と、西埼玉温暖化対策ネットワーク

の里川部会の共催で、2 月 1 日に実地見学会を

行います。当日は 9時半東上線川越市駅前集合、

野田町の新河岸川起点まで行って川沿いに田谷

堰まで、そこから旧赤間川跡などを見て北公民

館まで、昼食休憩、あわせて新河岸川に詳しい
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講師の話を聞きます。午後は氷川神社裏から「と

おりゃんせ」発祥碑や郭町浄水場、仙波貝塚跡、

下水排水口などを見ながら仙波河岸史跡公園ま

で。15時半解散予定。健脚向けのコースですが、

適宜休憩を入れます。資料代と保険料で 300円

（前号の 500円は間違い）。一般参加も歓迎。1

月 25日までに武田（Tel.090-2521-5770）までご

連絡ください。   （武田侃蔵）

 

「第 9回川でつながる発表会」が仙波小学校で開催されます。応援スタッフを募集
	
 前号でも紹介しましたが、国土交通省の荒川

下流河川事務所が事務局になって開かれている

「川でつながる発表会」の第 9 回目が、2 月 9

日（日）に川越市仙波小学校で開かれます。広

い新河岸川の流域の各地で「川の安全と親しみ」

に取り組んでいる小中高校や大学の体験発表が

行われます。川越市での開催は始めてですが、

県立川越高校の発表も予定され仙波小学校の 4

年生が総合学習の成果とあわせ、充実した発表

会になると期待されています。かわごえ環境ネ

ットも裏方として協力が期待されています。当

日の受付補助、仙波河岸史跡公園などの現地見

学の説明や応援など、小江戸塾会員とともに数

人のスタッフが予定されています。会員の積極

的な応募をお願いします。1月 20日までに事務

局までお申し出ください。   （武田侃蔵）

理事会・専門委員会からの報告 
理事会・事業運営委員会 
	
 第 9 回理事会及び事業運営委員会を 12 月 24

日（火）9:00-12:00 に福田ビル 3 階において開

催しました。連続する会議なのでまとめて報告

します。主な議事は次のとおりです。 

①かわごえ環境フォーラム 

	
 1.環境活動報告会の投稿状況、発表件数等を

確認しました。2.原稿投稿の最終期限を定めま

した。3.全体のテーマ（キャッチフレーズ）を

検討しましたが、決定は持ち越しとなりました。

4.分科会の 3 テーマを決定し、次回委員会まで

のリード文作成を依頼しました。5.事業者交流

会は、今回は実施せず、別の日にイベントを開

催する方向で今後検討することにしました。6.

協賛状況を確認しました。7.今後の検討事項と

担当者を決定しました。 

②第 9回川でつながる発表会への協力 

	
 武田理事に加えて、理事の協力者（受付、見

学会対応）4 名を決定しました。パネル出展の

必要の有無等を確認することにしました。 

③次年度事業計画 

	
 平成 27年度を目標年度とする「第二次川越市

環境基本計画」「川越市環境行動計画（かわごえ

アジェンダ 21）」の見直しに向けた自主的な勉

強会を設置して活動することにしました。出展

行事については、対象と内容を精査する必要を

確認しました。 

	
 なお、事業運営委員会の進め方に対して疑義

があり、次年度は、責任者を明確にして必要に

応じて実行委員会を作り、個別の行事に集中的

に対応していく運営方法をめざすことになりま

した。 

④その他 

	
 今後の予算の執行について、会員動向につい

て、年会費未納状況と個別連絡について、本誌

1月号作成状況の確認など。 

            （小瀬博之）

社会環境部会 
	
 12月の例会は、13日（金）福田ビル 3階会議

室にて 9名の出席者で会議を進めました。 

	
 まず、2 月に発行する環境活動報告集の原稿

作成について打合せをしました。原稿はそれぞ
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れがほぼ計画通り進めていますが、年内完成の

ため 12月 20日（金）井口家に集まって完成さ

せることにしました。かわごえ環境フォーラム

での分科会は、「かしこいエコぐらし」をテーマ

として廃棄物減量化に的を絞って討論すること

にしました。 

	
 来年度事業計画については、かわごえ環境ネ

ット全体の事業である環境啓発展、エコプロダ

クツ川越、アースデイ・イン・川越、北公民館

かんきょう祭りがありますが、部会の分担を明

確にして取り組むことにしました（全体の推進

は別途推進体制を作ることが前提となります）。 

	
 予算の有効活用については、温度計、ワット

メーターなど必要な計測器、備品を揃える方向

で来年 1月の例会に各人が考えて持ち寄り討議

することにしました。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 

 

自然環境部会

	
 12月定例会は福田ビル 3階にて 9名の参加で

開催されました。内容は以下の通りです。 

①活動報告 

・「（仮称）川越市森林公園」計画地植物調査・

保全活動 

	
 11月はセンブリやリンドウを確認、12月は冬

芽の観察	
 	
  

・池辺公園定例活動（12/3）6 名参加・・・絶

滅危惧種周辺のヒガンバナを移動する 

・高階北小学校 3年生 4クラス	
 「（仮称）川越

市森林公園」計画地での自然学習のサポー

ト・・・別頁参照 

・県民参加モニタリング調査報告書提出 12/10 

・会計中間報告	
 多少残金があるので希望があ

れば出してほしい 

②理事会・事業運営委員会の報告 

・かわごえ環境フォーラムで自然環境部会は生

物多様性分科会を担当 

③生物多様性保全の取り組み 

・みなみかぜ田圃の会からの提案・・・来年度

実施の方向で話し合い 

（自然環境部会代表	
 賀登環）

おしらせ 
「第 12回かわごえ環境フォーラム」2月 22日開催 

	
 2 月 22 日に開催される第 12 回環境フォーラ

ムまで 2か月を切りました。企画の概要をおし

らせします。会員の有無を問わず、どなたでも

参加できるイベントです。参加スケジュールを

確保してぜひご参加ください。なお、内容は今

後の検討により変更することがあります。 

開催概要 

日時：2014年 2月 22日（土）9:30-16:30 

場所：川越市環境プラザ「つばさ館」 （川越市

鯨井 782-3、川越駅〜若葉駅間の東武バスで「な

ぐわし公園」より徒歩 5分） 

午前の部 9:45-12:00「環境活動報告会」 

	
 開会式に続いて、川越の環境をよくするため

に活動している個人・団体の活動成果・研究成

果の発表会です。10〜12編の発表を予定してい

ます。 

午後の部 13:00-14:00「基調講演」 

	
 生気象学が専門で、川越市環境審議会会長を

務められている福岡義隆先生（広島大学名誉教

授、立正大学名誉教授）に講演していただきま

す。先生は、2011年 5月に「世界一受けたい授

業」にも出演されたことがあります。 

午後の部 14:15-16:30「フォーラム」 

「かしこいエコぐらし」「生物多様性地域戦略」

「川越におけるエコツーリズムの可能性を考え

る」の 3つのテーマごとに分科会を設けて、そ

れぞれの会場の参加者全員で話し合います。そ

れぞれのテーマで、今後のかわごえの環境に対
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するアクションを考えます。 

【重要】「かわごえ環境活動報告集」投稿・発表

者へのご連絡 

	
 原稿未提出の方、編集の都合上、1月 8日（水）

本会事務局必着とさせていただきます。よろし

くお願いたします。原稿の電子データを 

12thforum@kawagoekankyo.net 

へお送りください。 

	
 発表プログラムは、本誌 2月号でおしらせし

ます。 

 

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください）

＜会合＞ 

●社会環境部会（2014年 1月度） 

日時：1月 10日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

●自然環境部会（2014年 1月度） 

日時：1月 10日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催です。次回は 2月 14日（会

場は川越市役所地階修養室）です。会員であれ

ば自由に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆広報委員会（2014年 1月度） 

日時：1月 20日（月）9:00-10:30（変更しました） 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

	
 次回は 2月 19日（水）9:00-10:30に開催 

◆理事会（2014年度第 10回） 

日時：1月 30日（木）9:00-10:30 

場所：川越市役所 7C会議室 

	
 次回は 2月 28日（金）9:00-10:30 

◆事業運営委員会（第 9回） 

日時：1月 30日（木）10:30-12:00 

場所：川越市役所 7C会議室 

	
 次回は 2月 28日（金）10:30-12:00 

＜自然環境の調査・保全活動＞ 

★池辺公園定例活動（毎月第 1火曜日） 

日時： 1月 7日・2月 4日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 

問い合わせ：菅野 

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保全活動 

日時： 1月 13日・27日、2月 10・24日，（月），

9:30-12:30 

集合：川越南文化会館（ジョイフル）9:30 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 毎月第 2月曜日は植物調査、第 4月曜日は西

側公有地の常緑広葉樹林遷移防止のための手入

れ保全作業。 

＜公開イベント＞（詳細は「地域・流域活動のお

しらせ・募集」「おしらせ」の各記事をご覧ください） 

★【協力】第 9回川でつながる発表会 

日時：2月 9日（日）10:30-16:00 

場所：仙波小学校（川越市富士見町 4-1） 

★第 12回かわごえ環境フォーラム 

日時：2月 22日（土）9:30-16:30 

場所：川越市環境プラザ「つばさ館」（川越市鯨井

782-3） 

 

 

会員・関係団体の主催行事

●NPO法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118,

 foresth@nifty.com） 

☞森林公園かんさつ会 

◆1月 19日（日） 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口（入園前受付）9:

50集合、15:30頃終了解散、参加費、無料 

入園料要（団体扱い）、大人 280円、65才以上 2

00円。お弁当持参。雨天決行。 

	
 日本野鳥の会主席研究員安西英明さんを講師

に、冬の雑木林でルリビタキ等の野鳥や冬越し

の昆虫類を探しましょう。植物の解説は、太田
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先生です。 

◆2月 5日（水）・16日（日） 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所 10:20 集合、

15:00過ぎ終了解散、参加費 200円。入園料要、

お弁当持参。雨天決行。 

	
 野鳥や冬越しの昆虫の観察と調査を行います。

暖かい服装でおでかけください。 

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆1月 11日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

	
 雑木林の手入れ、落ち葉掃き 

◆2月 8日（土）9:30ごろ-12:30ごろ 

	
 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保 

険代）とします。 
2013年度予定表	
 （	
 ）内は予備日 

月 日 活動内容予定 
1 11（18） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
2 8 （15） 雑木林の手入れ・落ち葉掃き 
3 8 雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそ

ぼうパン 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆1月 16日（木）（1月 7日は中止） 

◆2月 4日（火）・20日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

2．第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆1月 12日（日）・2月 9日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆1月25日（土）（2月22日はフォーラムで中止） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

☞「川の国応援団・新河岸川市内流域の清掃」 

	
 原則として第 4日曜日 9時より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へ

ご連絡ください。 

◆1月 26日（日）9:00-11:00 

	
 新河岸川上流、起点から三日月橋まで、月吉

陸橋下の観音橋たもと、9時集合。 

◆2月 23日（日）9:00-11:00 

	
 新河岸川中流、琵琶橋右岸たもと集合。上下

流を清掃。ごみはオアシス裏にまとめて解散。 

●みなみかぜ いきいき田んぼの会（川越生物多

様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：社会福祉法人健友会みなみかぜ 後

藤・田崎（Tel.049-234-8500, Fax.049-239-5646） 

会場（集合）：みなみかぜ地域交流センター（川

越市吉田 204-2）。いつからでも、誰でも参加で

きます。会員になって 1年通して生きものいっ

ぱいの田んぼで米つくりに、田んぼ生きもの調

査、田んぼ遊びに参加ください。 

☞農作業 

◆毎週金・土曜日の午前中（10:00-12:00）1月

10日（金）、17日（金）、18日（土）、24日（金）、

25日（土）、31日（金） 

※11月〜3月農閑期 

☞月例会 

◆1月 11日（土）10:00-12:00 

場所：地域交流センターみなみかぜ 

☞新年会 

◆1月 11日（土）13:00-15:00 

場所：燙菜（たっさい）（川越市吉田 1073） 

会費：2500円（昼食を兼ねて新年会） 

●公益財団法人埼玉県生態系保護協会 

川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼でバードウォッチング（毎月第 2日曜日） 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼西岸蓮見橋、解散は集合場所で 12:

00ごろ。持ち物：筆記用具、あれば野鳥図鑑・
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双眼鏡・飲み物。参加費：300円、高校生以下 1

00円（保険料・資料代として） 

◆1月 12日（日）10:00-12:00 

	
 寒くなりましたがカモたちは元気でいます。

寒さに負けないで参加してください。沼ではパ

ンダによく似たミコアイサに会えるかも。公園

ではジョウビタキ、ツグミ、ウグイス、シメな

どが期待されます。 

◆2月 9日（日）10:00-12:00 

	
 一番寒い時期です。一面に氷の張った沼で、

鳥たちは繁殖の相手とつがいになり北の国へ帰

る日を待っています。年末はヘラサギ、オオハ

クチョウ、ハジロカイツブリなど珍鳥が飛来し

ました。珍しいカモの現れるのを期待しましょ

う。

広報委員会からのおしらせ

●「かわごえ環境ネット」入会案内 

	
 私たちは、かわごえの環境をよくするために

行政をはじめとするさまざまな団体と協働して

活動を行っています。個人会員は年会費 1,000

円、5 名以上の団体・事業者は、年会費 2,000

円です。1 月から 3 月の入会は、年度内の会費

は免除されます。次年度から会費をお支払いい

ただきます。この機会にぜひご入会ください。 

	
 会員になることで、本紙の送付などのサービ

スが受けられます。また、さまざまな環境活動

に参加することができ、社会での活動の場が広

がります。 

	
 特に会社を退職された方や子育てを終えて、

社会活動を行いたいと考えている方、やりがい

のある事業がたくさんあります。入会について

の詳細は、かわごえ環境ネット事務局（川越市

環境政策課環境推進担当、川越市役所本庁舎 5

階、Tel.049-224-5866）へ問い合わせ、またはか

わごえ環境ネットホームページをご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net 

●本紙への原稿投稿を受け付けています 

	
 川越における環境活動報告などの記事をぜひ

お寄せください。写真の掲載も可能です。また、

本会会員や関連団体等が実施する公開イベント

等の情報掲載も受け付けています。2014年 2月

号（No.088，2月 1日発行予定）の掲載原稿は、

1月 15日（水）必着です。電子データでいただ

けるととても助かります。原稿と写真は編集担

当共有のメールアドレス（koho@kawagoekanky

o.net）にお送りください。メールを使用してい

ない方は、かわごえ環境ネット事務局（環境政

策課、川越市役所本庁舎 5階）に提出ください。 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	
 かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitter にユーザー登録してぜひフォローして

ください。https://twitter.com/kawagoekankyo 

 
●Facebookページ「いいね！」してください 

	
 かわごえ環境ネットは、インターネットでも

積極的に情報発信しています。ブログ、Twitter

に続き、Facebookにもページがあります。かわ

ごえ環境ネットからのお知らせだけでなく、メ

ンバー間での情報共有にも活用できます。まず

は Facebook に登録していなくてもご覧いただ

けますが、ぜひアカウント登録を。 

https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

●編集後記	
 2014年も本誌をご愛読・ご応援く

ださい。よろしくお願いいたします。（こせ） 
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イベントカレンダー（1月 1日〜3月 1日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 

1/1 
元日 

1/3 1/3 1/4 

1/5 1/6 1/7 
★9:00池辺公
園定例活動 

1/8 1/9 1/10 
◎10:00農作業 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

1/11 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 
◎10:00月例会 
◎13:00新年会 

1/12 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 

1/13 
成人の日 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 
◎10:00川の
再生交流会 

1/14 1/15 
○本誌 2月号
投稿締切 

1/16 
◎13:30まち
美化啓発運動 
◆9:00広報委
員会 

1/17 
◎10:00農作業 

1/18 
◎10:00農作業 

1/19 
◎9:50武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 
◎10:30第4回低
炭素まちづくりフ

ォーラムin埼玉 

1/20 
◆9:00広報委
員会 

1/21 1/22 1/23 1/24 
◎10:00農作業 

1/25 
◎10:00農作業 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/26 
◎9:00川の国
応援団 

1/27 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地保全活動 
 

1/28 1/29 1/30 
◆9:00理事会 
◆10:30事業
運営委員会 

1/31 
◎10:00農作業 

2/1 
◎9:30新河岸
川の歴史を起

点から見学 

2/2 2/3 2/4 
★9:00池辺公
園定例活動 
◎13:30まち
美化啓発運動 

2/5 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

2/6 2/7 2/8 
◎9:30おいしく
楽しく農業体験 

2/9 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼でバードウ

ォッチング 
◎10:30川でつ
ながる発表会 

2/10 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地植物調査 

2/11 
建国記念の日 

2/12 2/13 2/14 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

2/15 
○本誌 3月号
投稿締切 

2/16 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

かんさつ会 

2/17 2/18 2/19 
◆9:00広報委
員会 

2/20 
◎13:30まち
美化啓発運動 

2/21 2/22 
★9:30第12回
かわごえ環境

フォーラム 
2/23 
◎9:00川の国
応援団 

2/24 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地保全活動 
 

2/25 2/26 2/27 2/28 
◆9:00理事会 
◆10:30事業
運営委員会 
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